
京
市
富
士
前
尋
常
小
学
校
代
用
教
員
、
訓
源
と
な
っ
た
。
折
り
し
も
大
村
西
崖

は
東
洋
美
術
史
研
究
の
後
継
者
を
、
鈴
川
信
一
は
美
術
学
校
火
災
で
焼
失
し
た

学
籍
簿
の
整
理
を
す
る
手
伝
い
を
必
要
と
し
て
い
た
の
で
、
両
者
相
談
の
上
、

戸
部
を
起
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
六
年
十
二
月
十
七
日
に
彼
は
東
京
美
術
学

校
屈
（
美
術
史
研
究
室
助
手
兼
教
務
掛
）
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
れ
よ
り
西
崖
の

指
母
の
も
と
に
東
洋
美
術
史
研
究
に
没
頭
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
八
年
九
月
か

ら
東
洋
彫
刻
史
授
業
分
担
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
年
十
二
月
に
は
助
教
授
に
昇
格
、

翌
九
年
一
月
よ
り
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
講
師
（
日
本
絵
画
史
）
も
兼
任
し

た
。
戸
部
は
西
崖
の
大
著
『
密
教
発
達
志
』
の
著
述
を
手
伝
い
、
ま
た
、
西
崖

の
推
薦
に
よ
り
東
京
帝
国
大
学
の
高
楠
順
次
郎
の
私
的
事
業
で
あ
る
「
聖
教
調

査
会
」
に
参
加
し
て
仏
教
資
料
蔵
庫
の
調
査
を
行
い
、
美
術
史
料
を
得
て
研
究

を
進
め
、
論
文
を
発
表
し
始
め
た
。
か
く
て
将
来
を
期
待
さ
れ
て
い
た
時
期

に
、
先
輩
の
平
子
鐸
嶺
と
同
じ
く
、
中
途
に
し
て
燃
え
尽
き
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
っ

た
。

戸
部
の
死
後
、
友
人
の
建
畠
大
夢
、
鈴
川
信
一

、
森
田
亀
之
助
、
田
辺
孝
次

ら
は
十
歳
を
頭
に
四
人
の
遣
児
を
擁
し
て
郷
里
能
登
七
尾
町
の
実
家
に
暮
ら
す

夫
人
貞
子
の
た
め
に
校
友
会
月
報
を
通
じ
て
遣
児
教
育
資
金
募
集
を
行
な
い
、

五
二
五
円
を
集
め
、
そ
の
う
ち
の
二

三
円
余
り
で
戸
部
隆
吉
抄
録
集
を
製
本
し

て
二
十
冊
を
本
校
文
庫
へ

、
二
冊
を
宗
教
大
学
図
書
館
へ

、

一
冊
を
東
大
印
度

哲
学
教
室

へ
寄
付
し
、
残
額
を
夫
人
に
贈
っ
た
。
昭
和
四
年
に
至
り
、
正
木
直

彦
、
高
楠
順
次
郎
、
堀
口
蘇
山
そ
の
他
の
尽
力
に
よ
っ
て
遣
稿
集
『
日
本
仏
教

美
術
之
研
究
』
が
芸
苑
巡
礼
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
正
木
直
彦
、
高

楠
順
次
郎
、
結
城
素
明、

平
福
百
穂
、
建
晶
大
夢
、
北
村
西
望
、
望
月
信
亨
、

蔦
谷
龍
岬
、
小
野
玄
妙
、
松
田
福
一
郎
、
鈴
川
信
一

、
逸
見
梅
栄
、
海
野
清
、

テ）

八
重
櫻
寓
生

鳥
類
寓
生

教

授

川
合
芳
三
郎

助

数

授

篠

田
十

一
郎

助
教
授

小
泉

勝

爾

関
野
聖
雲
、
吉
田
秋
光
、

田
辺
孝
次
、

野
生
司
香
雪
、

田
中
万
宗
、

増
田
正

宗
、
石
田
は
る
子
、
吉
村
忠
夫
、
林
謙
三
、
鎌
倉
芳
太
郎
、
山
口
蓬
春
、
大
野

隆
徳
、
堀
口
蘇
山
ら
の
文
を
集
め
た
「
追
憶
録
」
が
付
け
加
え
ら
れ
て
お
り
、

戸
部
の
業
績
、
人
柄
を
知
る
上
で
大
変
参
考
に
な
る
。

⑤

皇

后

行

啓

大
正
十
年
四
月
二
十
七
日
、
本
校
へ

皇
后
行
啓
が
あ
っ
た
。

『
東
京
美
術
学

校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
巻
第
二
号
は
「
行
啓
記
念
号
」
と
し
て
発
行
さ
れ
、

当
日
の
模
様
を
詳
し
く
報
じ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
主
要
部
分
を
転
載
す

皇
后
陛
下
東
京
美
術
學
校
へ
行
啓
御
次
第

一
大
正
十
年
四
月
二
十
七
日
午
後
零
時
三
十
分
御
出
門

一
本
校
著
御
ノ
際
校
長
以
下
職
員
及
参
校
諸
員
ハ
玄
開
前
二
生
徒
ハ
門
外

ニ
於
テ
奉
迎

一
校
長
御
先
導
便
殿
二
著
御
御
休
憩

一
校
長
御
覧
次
第
書
、
學
校
一
覧
、
職
員
名
簿
、
生
徒
人
員
書
等
捧
呈

二
拝
謁
（
勅
任
官
以
上
ハ
便
殿
二
於
テ
奏
任
官
其
他

ハ
通
御
ノ
際
廊
下
二
於

一
校
長
御
先
導

出
御

一
左
記
数
室
生
徒
課
業
成
績
参
考
品
等
御
覧

日

本

聾

科

主

任

豫
備
科

一
年
級

る
。
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標
本
室

第
二
製
岡
室

二
年
級

＝
一
年
級

四
年
級

研
究
生

参
考
室

西
洋
甕
科

大
原
女
寓
生主

任

人
罷
窯
生

油
綸

油
縮

卒
業
製
作
陳
列

木
炭
盟
石
秤
寓
生

参
考
品
陳
列

一
年
級

岡
田
敦
室

藤
島
数
室

和
田
赦
室

赦
官
室

豫
備
科

廊
下
壁
面

彫
刻
科

一

年

級

石

膏

胸

像

模

刻

一

二

年

級

モ

デ

ル

胸

像

製

作

標

本

室

参

考

品

陳

列

三
、
四
年
級
モ
デ
ル
全
身
像
製
作

製
作
宜
習

木
彫
赦
室
｛
卒
業
製
作
参
考
品
陳
列

建
築
科
（
彗
畔
）

第
一
製
園
室
豫
備
科
模
窯
製
闘

一
、
二
、

三
、
四
年
級

模
窯
及
設
計
製
圏

建
築
雛
形
並
標
本

木
炭
聾

油
箱

新
案

古
聾
研
究

参
考
品
陳
列

臨
模

人
物

教

授

誹

木

鯉

介

五
講
師
岡
田
信
一
郎

第
一
室

助

教

授

水

谷

武

彦

主

任

数

授

神

木

健

介

第
四
室

金
工
科

助
教
授

閥
野
金
太
郎

漆
工
科

第
一
室

第
三
室

一
年
級
毛
彫
宜
習

ニ

豆

謬

開

醗

謬

麟

宜

習

教

授

建

畠

禰

一

郎

第
二
室

助
教
授

講

師

｛講

平
常
成
績
卒
業
製
作
参
考
品
陳
列

主

任

数

四
年
級
蒔
給
新
案
順
序

助

赦

授

海

野

消

助

手
授

洞
水

宮
坂
扁
太
郎

睾
蔵

師

辻
村
延
太
郎

政
吉

師

小
岩

堀
井

六
角
注
多
一艮

教

授

水

谷

鐵

也

主
任

白
山

主

任

教

授

高

村

光

雲
長
原
孝
太
郎

第
三
室

二
年
級
手
エ

波
根

禍義
峻松三

水

谷

鐵

也

数

授

第
二
室

赦

授

助
教
授

圏
饗
手
エ
習
字
ノ
成
績
陳
列

□
助
教
授

教

授

｛
助
教
授

数

授

講

年
級
蒔
箱
順
序

、
-
―
一
年
級
蒔
縮
順
序

田
邊

至

平
田

白
濱

喜
数数赦数

子
授授授授爵

和

田

英

作

第
一
室

三
年
生
習
字
宜
習

一
塗
板
璽
貫
習

岡
田

起
作徴

榮
二

藤

島

武

赦 赦赦 数

授授授授

下
園
聾
師
範
科

主

任

数

授
講

師

白

濱

徴

清
輝

小

林

萬

吾

岡
田
三
郎
助

第
四
室

廊

黒
田

第
三
室

圏
案
科
第
一
部

第

一

室

二

年

級

岡

案

質

習

三
、
四
年
級
圏
案
買
習

一
年
級
闘
案
宜
習

下
エ
藝
固
案
成
績
陳
列

卒
業
製
作
参
考
品
陳
列

平
常
成
績
陳
列

赦助
教
授

千
頭

第
二
室

授

島
田

佳
突

庸
哉

輝
夫

貞
松

鞘
昔

川
合
芳
三
郎

塚

本

閤

治

結
城

小
堀

松
岡

主

任

赦

授
助

手

廊
下
壁
面
参
考
闘
面
陳
列

一
美
術
部
ョ
リ
エ
藝
部
へ
移
御
御
休
憩

島

田

佳

牟
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一
便
殿
二
入
御

一
還
御

第
二
室

第
三
室

第
四
室

石
版
及
亜
鉛
手
版
賀
習

凹
版
印
刷
買
習

参
考
品
及
平
常
成
績
陳
列

複
寓
室
混
版
宜
習

コ
ロ
タ
イ
プ
、
オ
プ
七
ッ
ト

網
目
凸
版
印
刷
質
習

臨

時

窟

員

科

主

任

卒
業
製
作
参
考
品
陳
列

印
聾
質
習

修
整
買
習

窓
場
撮
影
宜
習

御
休
憩

講講講

師

成

田

草

花

二
葉

二
葉

小
泉

輝
夫

勝
爾

青
堂

上
代
人
物

松
岡

映
丘

山

水

結

城

貞

松

素

明

師

久

米

師

畑

保
之

福
衛

隆
吉

第
一
室

数

授

森

芳

太

郎

第
五
室

数

授

結

城

林

蔵

第
四
室

助
数
授
小
林
編
五
郎

献
上
品
目
録

一
草
花
寓
生
拾
葉

一
色
紙
拾
煎
葉

色
紙
聾
題

歴
史
人
物鳥

花

二
葉

二
葉

二
葉

小

堀

鞘

昔

川
合
芳
三
郎

日
本
霊
科
生
徒
成
績

日
本
壷
科
赦
授
助
赦
授
製
作

陳
列
室

製
版
科

第
一
室

第
二
室

第
三
室

壺

通

数

授

結

城

林

蔵

助
数
授
小
林
鋸
五
郎

助

数

授

戸

塚

暢

夫

壼

通

壷

冊

平
常
成
績
卒
業
製
作
参
考
品主

任

壺

冊

ii ・ ▲．．皐．

研三同二三四三ニー
究年年年年年年年
生級級級級級級級
額人水花人人燈水筆
錨物盤瓶物物籠盤筒
込躊躊躊錨窯腺腺朧8
宜型型込浚生型型型
習宜宜質仕塑

習習習上造

助

数

授

坂

口

腫

原
型
赦
室

講

師

杉
田

赦

授

錨
造
科

主

任

教

授

津

田

第
二
室

四
年
級
鍛
金
宜
習

大
島
勝
次
郎

精
二

｛
助
数
授

講

師

野
口

石
田

英
一

六
三

信
夫

同
ス
ナ
ー
リ
ン
グ
宜
習

[
参
考
品
陳
列

講

師

山
本
正
三
郎

録

一
御
覧
次
第
書

一
東
京
美
術
學
校
一
覧

一
東
京
美
術
學
校
職
員
名
簿

一
東
京
美
術
學
校
生
徒
人
員
書

一
東
京
美
術
學
校
卒
業
者
人
員
書

目

壼

通

一
箱

一
箱

正
木

玉
堂

奉
送
ハ
奉
迎
ノ
時
二
同
｀
ン

嘗
日
正
木
校
長
捧
呈
文
次
ノ
如
シ

臣
直
彦
謹
ミ
テ
啓
ス

皇
后
陛
下
至
仁
至
慈
夙
二
斃
旨
ヲ
数
育
二
垂
レ
サ
セ
給
ヒ
又
美
術
ヲ
愛
尚

セ
サ
セ
給
フ
妓
二
本
日
畏
ク
モ
玉
駕
ヲ
本
校
二
柾
ゲ
サ
七
ラ
レ
親

シ
ク
授
業
ノ
宜
際
ヲ
御
覧
セ
ラ
レ
給
フ
洵
二
臣
等
光
榮
ノ
至
リ
ニ
シ
テ

感
激
二
勝
ヘ
ズ
謹
ミ
テ
目
録
ヲ
具
、
ン
恭
シ
ク
左
右
二
上
ル

大
正
十
年
四
月
二
十
七
日

東
京
美
術
學
校
長
正
四
位
動
二
等

直
彦
以
聞
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御
巡
覧
記

草

花

二

葉

一
木
彫
編
子
彫
刻
科
木
彫
部
教
授
高
村
光
雲
作

一
銹
銅
ス
ペ
イ
ソ
踊
子
彫
刻
科
塑
造
部
教
授
水
谷
鐵
也
作

一
工
藝
圏
案
各
種
圏
案
科
生
徒
成
績

一
菊
花
彫
木
地
長
手
盆
圏
聾
師
範
科
生
徒
手
エ
成
績

一
金
地
菊
唐
草
小
筈
漆
工
科
生
徒
成
絞

一
毛
彫
沈
金
透
模
様
手
筈
金
工
科
生
徒
成
績

一
青
銅
鍍
金
雛
文
鎮
錨
造
科
教
授
大
島
如
雲
作

〔写
〕

一
ゴ
ム
鵞
風
景
富
員
科
製
作

一
プ
ロ
ム
オ
イ
ル
印
聾
風
景
窯
慎
科
製
作

以

上

大
正
十
年
四
月
二
十
七
日

拝
謁
者
氏
名
〔
以
下
略
〕

東
京
美
術
學
校
長

（
行
啓
常
日
職
員
祝
宴
會
々
場
に
て
の
報
告
演
説
筆
記
）

正

木

直

彦

陛
下
着
御
便
殿
に
於
て
拝
謁
者
の
拝
謁
了
り
た
る
後
先
づ
各
科
よ
り
の
献

上
品
を
御
覧
あ
り
一
々
御
手
を
燭
さ
せ
ら
れ
私
の
言
上
に
就
き
聞
召
さ
れ

『
心
入
の
事
で
あ
る
』
と
の
御
言
あ
り
き
次
に
箱
巻
物
及
観
世
音
寺
資
財

帳
を
御
覧
あ
り
由
束
資
財
帳
な
る
も
の
4

敷
、
稀
な
る
に
殊
に
此
観
世
昔

寺
の
も
の
は
伎
楽
の
衣
装
、
面
等
に
開
し
詳
細
を
極
め
正
倉
院
賓
庫
の
賓
物

等
に
到
す
る
疑
義
等
を
も
明
か
に
す
る
を
得
る
ほ
ど
伎
架
に
開
す
る
貴
重
な

正

木

直

彦 一
面

一
面 貼 貼 黙 貼箱 黙

篠
田
十
一
郎

一
黙

柏
邦

御
感
あ
り
た
り
。

建
築
科
に
て
は
初
年
級
生
の
製
圏
作
業
を
御
覧
あ
り

る
古
文
書
な
る
旨
を
言
上
し
御
感
を
蒙
り
た
り
次
に
陳
列
し
た
る
程
氏
墨

譜
は
支
那
の
思
想
、
意
匠
等
を
小
さ
き
面
に
表
し
た
る
は
恰
も
我
國
の
装
剣

小
道
具
の
如
き
も
の
に
て
殊
に
我
工
藝
界
に
影
響
を
典
た
る
事
多
く
九
谷
燒

の
如
き
も
其
例
に
て
工
藝
全
般
に
渉
る
参
考
の
珍
書
な
る
旨
を
上
聞
し
た
り

き。
日
本
聾
科
に
於
て
は
寓
生
、
版
聾
摸
窟
等
に
就
き
一
々
御
覧
あ
り
殊
に

摸
寓
に
就
て
は
御
惑
斜
な
ら
ず
陳
列
し
た
る
吉
詳
天
扉
給
と
其
摸
寓
と
を
御

〔
た
〕

覧
あ
り
て
『
よ
く
も
斯
く
迄
に
』
と
の
御
意
を
供
奉
の
女
官
に
仰
ら
れ
だ
る

を
拝
し
た
り
尚
古
霰
に
て
は
因
果
罷
、
雲
中
行
幸
等
御
目
を
止
め
ら
れ
芳

崖
筆
慈
母
観
昔
闘
聾
稿
の
如
き
は
特
に
陳
列
し
置
く
可
き
様
先
以
て
御
沙
汰

あ
り
た
る
こ
と
4

て
暫
ら
く
は
玉
歩
を
停
め
さ
せ
ら
れ
た
り
故
翁
の
光
榮

は
宜
に
無
上
の
事
な
り
。

〔
て

[
i

西
洋
盪
科
に
で
は
モ
デ
ル
｛
為
生
の
為
め
作
業
を
御
覧
に
供
す
事
は
あ
ら
ざ

り
し
も
半
作
の
盟
面
に
就
て
御
説
明
申
上
た
る
に
教
授
方
法
の
大
儒
は
御
會

得
あ
り
た
る
こ
と
A

拝
し
た
り
叉
泰
西
名
甕
の
摸
｛
島
に
就
て
は
黒
田
教
授

の
説
明
に
て
御
巡
覧
あ
り
日
本
に
於
け
る
西
洋
聾
の
歴
史
的
に
陳
列
さ
れ

た
る
を
御
注
意
深
く
御
覧
あ
り
殊
に
徳
川
慶
喜
公
の
聾
き
た
る
も
の
な
ど

に
は
御
興
を
催
さ
れ
た
る
や
う
拝
察
す
。

彫
刻
科
に
て
は
塑
造
製
作
の
順
序
殊
に
始
め
て
の
着
手
、
骨
組
等
を
御
感

あ
り
木
彫
に
て
は
雛
形
を
前
に
木
材
を
取
扱
ふ
作
業
を
御
覧
し
て
、
斯
＜

し
て
雛
形
と
同
じ
も
の
を
得
る
や
と
不
思
議
に
も
思
召
た
る
や
う
拝
し
奉
れ

又
大
小
自
由
に
縮
刻
し
た
る
も
の
に
御
目
に
止
ら
れ
其
自
由
な
る
黙
に

り

其
緻
密
な
る
線
を
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引
く
事
に
御
目
を
止
め
ら
る
依
て
数
養
上
必
要
な
る
旨
を
言
上
し
た
り

摸
型
敷
種
も
亦
御
目
を
惹
き
殊
に
平
等
院
鳳
凰
堂
は
嘗
て
同
堂
に
行
啓
あ
り

し
事
と
て
『
摸
型
の
方
却
て
大
儒
の
形
を
よ
く
會
得
す
』
と
の
仰

言

あ

り

き。
工
褻
部
に
移
御
、
御
休
所
に
陳
列
し
た
る
陶
器
織
物
類
に
就
き
御
覧
あ
り

営
校
に
は
今
窯
業
織
物
の
二
科
を
歓
＜
故
に
特
に
此
二
種
を
主
と
し
て
陳

列
し
て
台
覧
に
供
す
る
事
且
つ
此
等
は
エ
藝
全
般
に
渉
る
参
考
と
し
て
蒐
集

陳
列
せ
る
旨
を
申
上
げ
又
古
織
物
の
摸
造
に
就
て
も
御
説
明
申
上
げ
た
り
。

次
に
岡
案
科
御
覧
生
徒
の
作
業
窃
生
よ
り
圏
案
及
成
績
品
を
順
に
台
覧
を

得
、
殊
に
成
績
品
に
就
て
は
珍
ら
し
く
御
覧
せ
ら
れ
し
と
拝
し
た
り
。

師
範
科
に
御
成
此
科
は
三
年
卒
業
の
課
程
に
て
殊
に
卒
業
後
中
等
赦
員
た

る
の
目
的
よ
り
其
赦
科
目
の
多
端
な
る
こ
と
を
言
上
し
習
字
の
教
室
を
御
覧

に
供
す
故
に
始
め
て
學
科
の
数
室
の
様
子
を
御
覧
あ
り
て
其
様
子
を
御
會

得
あ
り
た
る
や
う
拝
せ
り
尚
黒
板
霊
の
教
授
方
法
宜
習
を
御
覧
に
供
す

其
敏
捷
に
簡
雖
に
物
の
象
を
霊
き
出
だ
す
熟
練
に
は
供
奉
の
方
に
も
驚
か
れ

た
る
様
子
な
り
し

又
此
科
に
は
日
本
甕
、
西
洋
聾
、
紙
細
工
、
粘

土

細

工
、
竹
、

木
、
金
の
手
エ
製
作
成
績
品
等
を
御
覧
せ
ら
れ
『
容
易
の
事
で
な

い
』
叉
『
色
々
可
愛
ら
し
き
事
な
り
』
と
の
仰
言
あ
り
き
。

漆
工
科
に
て
は
其
赦
室
の
設
備
の
異
り
た
る
を
不
思
議
に
も
御
覧
ぜ
ら
れ

其
製
作
の
順
序
等
巨
細
御
目
を
止
め
ら
れ
『
置
ビ
ラ
メ
』
の
如
き
其
手
敷
の

容
易
な
ら
ざ
る
を
御
覧
じ
て
『
目
に
も
障
る
べ
し
』
と
の
御
意
あ
り

参

考

品
の
時
代
匿
別
を
以
て
陳
列
し
た
る
を
御
感
あ
り
し
様
に
て
殊
に
螺
釦
の
残

貝
、
乾
漆
佛
の
破
片
等
其
製
作
方
法
の
研
究
資
料
と
し
て
有
盆
な
る
も
の
に

御
注
意
あ
り
て
『
學
校
の
参
考
品
は
又
格
別
な
り
』
と
御
仰
あ
り
き
。

金
工
科
に
て
は
作
風
の
獅
子
を
作
る
方
法
に
就
て
御
覧
あ
り
殊
に
ャ
ニ

〔鍛
〕

に
固
着
せ
し
め
て
作
業
す
る
等
は
始
め
て
の
御
覧
と
拝
察
す
、
鍛
金
部
に
て

は
金
板
の
伸
縮
自
在
に
瓶
の
如
き
も
の
を
造
れ
る
を
又
ス
ナ
ー
リ
ン
グ
の
反

〔板

〕

〔

鍛
〕

動
に
て
金
版
を
凸
起
せ
し
む
る
を
不
思
議
と
御
覧
ぜ
ら
れ
た
り
、
彫
金
は
鍛

〔鍛
〕

金
の
上
に
施
す
可
き
も
の
な
る
こ
と
又
鍛
金
は
彫
金
と
引
離
し
て
も
獨
立
し

得
可
き
も
の
な
る
こ
と
を
宜
例
に
就
て
上
聞
に
逹
し
た
り
。

錨
造
科
に
て
は
鏡
型
製
作
を
御
覧
に
入
れ
服
型
に
非
ざ
れ
ば
能
は
ざ
る
一

種
の
味
に
就
き
製
作
物
に
就
き
て
御
説
明
申
上
た
り
参
考
室
に
於
け
る
古

鋭
六
朝
佛
の
如
き
一
々
御
手
を
燭
さ
せ
ら
れ
叉
工
場
に
て
は
込
型
、
型
割
、

注
湯
、
仕
上
等
を
夫
れ
／
＼
御
覧
に
供
し
た
り
。

製
版
科
に
て
は
御
覧
に
供
す
る
心
算
に
て
も
な
か
り
し
石
版
の
面
研
ぎ
室

に
さ
へ
御
立
寄
あ
り
、
石
版
印
刷
賀
修
を
御
覧
あ
り
て
は
石
の
出
所
等
に
就

き
御
下
問
あ
り
結
城
数
授
の
説
明
を
聞
し
召
さ
れ
次
で
凹
版
、

エ
ッ
チ
ン

グ
等
の
印
刷
質
習
を
御
覧
あ
り
印
刷
物
は
其
儘
御
持
蹄
の
光
榮
さ
へ
換
ひ

た
り
参
考
品
に
て
は
天
然
色
窟
員
、
宜
憫
鏡
又
窟
侃
應
用
よ
り
な
る
印
刷

物
コ
ロ
タ
イ
プ
、
三
色
版
、
｛
島
員
銅
版
等
を
御
覧
せ
ら
れ
た
り
。

寓
員
科
に
て
は
窯
員
の
材
料
よ
り
撮
影
、
現
象
、
定
着
、
修
正
の
順
序
次

に
ヲ
イ
ル
プ
リ
ン
ト
及
カ
ー
ポ
ン
チ
ッ
シ
等
を
御
覧
に
供
し
最
後
に
窃
場
に

て
の
撮
影
を
台
覧
あ
り
。

再
び
本
館
便
殿
に
入
御
、
や
が
て
還
御
仰
出
さ
る
還
御
啓
の
後
直
に
宮

内
省
に
参
候
し
て
御
澄
を
啓
上
せ
し
に
宮
内
官
を
以
て
本
日
は
御
満
足
に
思

召
さ
れ
た
る
旨
侮
逹
あ
り
其
儘
退
出
せ
る
次
第
な
る
か
本
日
は
天
候
も
御

出
門
の
頃
よ
り
睛
れ
渡
り
風
も
な
く
塵
も
畢
ら
ず
若
葉
の
色
も
鮮
か
に
殆
ん

ど
豫
定
通
り
洩
な
く
御
覧
演
に
な
り
玉
顔
麗
し
く
御
遠
啓
相
成
た
る
は
員
に
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現
住
地

戸
主

平
民

関
野
金
太
郎

明
治
二
十
年
五
月
二
日
生

琥
聖
雲

本

籍
履
歴
書

同
鹿
の
至
り
に
て
供
奉
官
の
如
き
も
斯
迄
に
豫
定
に
差
違
を
来
さ
ゞ
る
こ
と

は
宜
に
不
思
議
な
る
事
と
の
話
さ
へ
あ
り
た
る
程
に
て
本
校
の
為
め
に
祝
着

の
儀
に
て
厚
く
諸
員
の
熱
誠
を
感
謝
す
る
次
第
な
り
。

⑥

『

南
都
七
大
寺
大
鏡
』

『
法
隆
寺
大
鏡
』
（
第
二
巻
559
頁
参
照
）
の
刊
行
が
成
功
裏
に
完
結
す
る
や
、

諸
方
か
ら
諸
大
寺
大
鏡
刊
行
の
要
請
が
起
こ
っ
た
た
め
、
本
校
は
大
正
九
年
七

月
に
『
南
都
七
大
寺
大
鏡
』
の
刊
行
を
決
定
し
、
再
び
白
石
村
治
に
編
集
を
依

託
し
た
。
翌
十
年
七
月
、
第
一
輯
刊
行
、
昭
和
四
年
二
月
、
第
七
十
六
輯
、
補

遺
一
輯
の
刊
行
を
も
っ
て
完
結
し
た
。
そ
の
後
、
同
七
年
六
月
に
至
り
、
既
刊

の
大
鏡
を
整
理
し
た
も
の
が
『
南
都
十
大
寺
大
鏡
』
（
全
二
十
五
巻
）
と
し
て

刊
行
さ
れ
た
。

⑦

関
野
聖
雲
の
起
用
と
畑
正
吉
の
教
授
昇
格

大
正
十
年
三
月
十
七
日
、
関
野
聖
雲
（
本
名
金
太
郎
）
が
彫
刻
科
助
教
授
に

任
命
さ
れ
、
高
村
光
雲
の
も
と
で
木
彫
実
習
の
指
導
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ

た
。
堅
雲
の
制
作
歴
は
採
用
時
に
提
出
さ
れ
た
左
記
の
履
歴
書
に
明
ら
か
で
あ

る
。

神
奈
川
縣
愛
甲
郡
小
鮎
村
上
古
沢
八
十
番
地
二
於
テ
生
ル

東
京
府
北
豊
島
郡
王
子
町
字
王
子
千
五
十
番
地

高
村
光
雲
氏
二
入
門

東
京
美
術
學
校
木
彫
選
科
入
學

廿
九
日
卒
業
在
學
中
ノ
製
作
木
彫
白
拍
子
同
校
二
買
上
ケ
ラ
ル

明
治
四
十
四
年
故
林
美
雲
氏
ノ
依
頼
ヲ
受
ケ
京
都
府
高
雄
山
神
護
寺
及
ヒ

滋
賀
縣
三
井
寺
二
出
張
國
宝
戴
点
ヲ
摸
寓
ス

第
三
回
東
京
勧
業
展
覧
二
於
テ
技
級
褒
状
ヲ
受
ケ
宮

大
正
二
年
五
月
一
日

内
省
御
用
品
ト
ナ
ル

同
二
年
九
月
二
十
五
日

賞
牌
ヲ
受
ク

大
正
一
―
一
年
三
月
廿
日

同
五
年
九
月
十
五
日

同
六
年
九
月
二
日

ヲ
依
嘱
サ
ル

東
京
大
正
博
覧
会
美
術
館
二
出
品
入
選
ス

第
二
十
九
回
彫
刻
競
技
会
二
於
テ
銀
賞
牌
ヲ
受
ク

第
三
十
回
記
念
彫
刻
競
技
会
二
於
テ
委
員
及
ヒ
審
脊
員

同
会
二
於
テ
銀
賞
牌
ヲ
受
ヶ
宮
内
省
御
用
品
ト
ナ
ル

日
本
美
術
協
会
第
二
部
委
員
及
ヒ
第
六
十
二
回
美
術
展
覧
会

回
マ
テ
四
回
入
選
ス

同
八
年
十
月
帝
園
美
術
院
第
一
回
美
術
展
覧
会
二
出
品
入
選
ス

同
九
年
十
月
同
第
二
回
美
術
展
覧
会
二
於
テ
特
選
ヲ
受
ク

右
之
通
相
違
無
之
候
也

大
正
十
年
三
月

関
野
金
太
郎
⑱

（「
吠
虹
職
員

二
関
ス
ル
書
類
嗜
」
）

右

文
部
省
美
術
展
覧
会
二
彫
刻
出
品

同
九
年
五
月

委
員
並
二
審
査
員
ヲ
依
嘱
サ
ル

明
治
三
十
八
年
十
月

明
治
三
十
九
年
四
月

學
業

第
二
十
七
回
彫
刻
競
技
会
二
於
テ
銅
賞
牌
及
ヒ
銀

同
四
十
四
年
三
月

第
九
回
（
大
正
四
年
）
ヨ
リ
同
第
十
二
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